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機械診断システム「機械診断システム「機械診断システム「機械診断システム「Wave Wave Wave Wave DiagDiagDiagDiag」と携帯型振動」と携帯型振動」と携帯型振動」と携帯型振動・音響・音響・音響・音響
測定装置測定装置測定装置測定装置Type2Type2Type2Type2にににによる転がり軸受の高精度診断よる転がり軸受の高精度診断よる転がり軸受の高精度診断よる転がり軸受の高精度診断

機械診断システム「機械診断システム「機械診断システム「機械診断システム「Wave Diag」」」」はははは

従来法よりも転がり軸受の診断を高従来法よりも転がり軸受の診断を高従来法よりも転がり軸受の診断を高従来法よりも転がり軸受の診断を高
精度に行うことができます。精度に行うことができます。精度に行うことができます。精度に行うことができます。

特に診断の非常に難しい低速から特に診断の非常に難しい低速から特に診断の非常に難しい低速から特に診断の非常に難しい低速から
中速，高速に至る全ての回転数にお中速，高速に至る全ての回転数にお中速，高速に至る全ての回転数にお中速，高速に至る全ての回転数にお
いて高精度な診断が可能です。いて高精度な診断が可能です。いて高精度な診断が可能です。いて高精度な診断が可能です。

「「「「Wave Diag」と共に開発した」と共に開発した」と共に開発した」と共に開発した携帯型携帯型携帯型携帯型

振動・音響測定振動・音響測定振動・音響測定振動・音響測定装置装置装置装置Type2Type2Type2Type2はははは工場内工場内工場内工場内
の機械設備のデータ収集に威力をの機械設備のデータ収集に威力をの機械設備のデータ収集に威力をの機械設備のデータ収集に威力を
発揮します。発揮します。発揮します。発揮します。

低速領域 dN=810(50rpm)〜dN=4500 (300rpm)
外輪傷幅1.0[mm]）の振動診断結果
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回転数[rpm]

振動診断閾値(外輪傷幅1.0[mm])

振動値 (WaveDiag適用有)

標準偏差＋

標準偏差-

振動値 (WaveDiag適用無)

標準偏差＋

標準偏差-

回転数[rpm]            54.0                                 103.2                                                    199.8 297.6

dN値[mm・rpm]    810                                  1548                                                     2997                   4464    

加速度ピックアップ

＊従来法では診断困難な＊従来法では診断困難な＊従来法では診断困難な＊従来法では診断困難なdN値値値値 < 2000でも高精度な診断が可能でも高精度な診断が可能でも高精度な診断が可能でも高精度な診断が可能

＊＊＊＊Wave Diagのメイン画面のメイン画面のメイン画面のメイン画面

＊＊＊＊Wave Diagにににによる転がり軸受の診断結果よる転がり軸受の診断結果よる転がり軸受の診断結果よる転がり軸受の診断結果


